





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 allowable as general 
a
v
e
r
a
g
e，
 shall 
b
e
 d
e
e
m
e
d
 to 
b
e
 general a
v
e
r
a
g
e
 
a
n
d
 so 
allowed，
 bu
t
 o
n
l
y
 
u
p
 
to 
the 
a
m
o
u
n
t
 
of 
t
h
e
 
generaI 
a
v
e
r
a
g
e
 
e
x
p
e
n
s
e
 
avoided. 
〈
抱
)
f
t.;'" 
ぐ
F
肖...
1
<
兵
OJt
会4・
選
(
"
0
)
去
三
和
華
料
a
:
:
~
 
1
選!.2・ぷ
e
穂
郡
司
，
0
!.2 
*
'
~
づ
き
.
~
~
い
心
心
。
ど
稔
~
~
;
ぎ
t
Q
~
伺
Q
~
獄
~
刊
日
当
←
1 1 
1 
商
業
、
ζ
経
済
四
ー
、
避
難
港
に
入
港
せ
る
舶
舶
が
其
地
に
於
て
修
繕
を
な
し
得
る
も
他
の
修
繕
港
叉
は
目
的
港
に
曳
舶
せ
ら
れ
た
る
場
合
〈
註
〉
こ
の
場
合
に
は
曳
加
費
が
代
替
費
用
と
認
め
ら
れ
る
。
(註〉
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
二
回
」
第
十
係
(
d〉
損
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
畑
舶
ず
立
(
積
荷
ノ
全
部
ヲ
運
迭
ス
U
F
ニ
必
要
ナ
如
何
修
結
ヲ
施
~γ
得
ペ
キ
洛
又
戸
地
-
一
ア
ル
場
合
二
、
若
V
費
用
ヲ
節
約
ス
ル
タ
メ
其
地
ヨ
リ
他
ノ
修
繕
ヲ
行
プ
ベ
キ
港
又
ハ
地
若
グ
パ
其
到
諮
地
ニ
曳
摺
v
、
或
ハ
積
荷
ノ
全
部
又
ρ
一
部
ヲ
他
地
-
一
積
換
へ
若
グ
パ
其
他
ノ
方
法
-
一
依
リ
テ
運
送
V
H
子
炉
下
、
キ
ハ
立
(
巾
品
加
、
積
換
.
及
ピ
運
送
又
戸
主
(
何
ν
カ
ノ
潟
メ
要
V
M
'
U
銭
分
ノ
費
用
ハ
ハ
節
約
セ
ラ
ν
H
F
U
M
銭
分
ノ
費
用
ノ
額
ヲ
限
度
ト
ジ
い
節
約
セ
ラ
レ
タ
W
異
常
的
費
用
ノ
割
合
一
一
臆
叫
γ
各
利
害
関
係
者
之
ヲ
分
捨
ス
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
円
。
巧
ロ
【
】
g
w
p
E・
ち
-
M
一
ぷ
ハ
小
一
〉
・
同
州
己
何
回
。
『
M
M
E
の
丘
町
ゆ
え
〉
4
・
〉
と
-ms-
口
、
避
難
港
に
入
港
せ
る
船
舶
は
其
地
に
於
て
修
繕
を
な
し
得
る
も
経
費
節
約
の
た
め
積
荷
の
全
部
若
く
ば
一
部
が
他
般
若
く
ば
他
の
運
送
方
法
に
て
目
的
地
に
積
悉
せ
ら
れ
た
る
と
き
。
こ
の
場
合
に
は
積
換
及
び
蓮
迭
費
が
代
替
費
用
と
認
め
ら
れ
る
。
ハ
詰
)
(詰〉
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
第
十
係
(
d〉
円
。
巧
ロ
仏
mm
・
-
H
V
目白・同
v
・
ωJ芯
lω
斗
ω
(
ω
〉
ハ
A
F
〉・
対
己
2
C
同
】
U
Eの片山口ゆ
C
同
F
O
K戸
田
叩
・
。
同
〉
4
・
k
p
&
・
一
山
悶
ω・
回
避
難
港
に
入
港
せ
る
燭
舶
が
経
費
節
約
の
た
め
船
舶
に
針
し
て
何
等
永
久
的
債
値
を
附
奥
せ
ざ
る
仮
修
絡
を
な
し
た
る
と
き
。
避
難
港
に
於
け
る
船
舶
の
俄
修
繕
費
の
取
扱
に
就
て
は
各
園
区
々
で
あ
る
。
〈
註
)
∞円。の
5
0
5
合
議
に
於
て
は
本
問
題
は
慎
重
審
議
の
後
Y
、A
、R
、
数
字
規
則
中
に
新
た
に
規
定
せ
ら
れ
た
。
第
十
四
傑
俄
修
繕
共
同
安
全
ノ
匁
メ
叉
ハ
共
同
海
損
犠
牲
-
一
因
ル
損
害
-
一
付
、
船
積
港
、
寄
航
港
叉
ハ
避
難
港
ニ
於
テ
般
舶
ニ
依
修
務
ヲ
施
、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
、
其
修
経
費
ハ
共
同
海
損
ト
認
ム
。
但
シ
、
災
厄
ニ
因
ル
損
害
ノ
鍛
修
繕
ヲ
宜
-
一
航
海
ヲ
完
了
セ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
ニ
行
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
修
繕
費
ハ
若
シ
其
地
-
一
於
テ
仮
修
繕
ヲ
行
ハ
ず
リ
シ
モ
ノ
ト
ス
レ
パ
必
要
ニ
シ
テ
、
且
、
共
同
海
損
ト
認
メ
一
フ
ル
ベ
カ
リ
シ
費
用
ノ
節
約
額
ヲ
限
度
ト
シ
テ
共
同
海
損
ト
認
ム
。
(
後
略
)
ハ註〉
英
図
に
於
て
は
遊
離
誌
に
於
げ
ろ
偲
修
結
授
の
取
扱
日
J
〈
H
Z
o
ロ
〈
・
吋
}HO
出
2
日
向
。
『
〈
片
宮
町
一
h
H
(
z
o
d
事
件
に
於
て
確
立
ぜ
ら
れ
M
V
J
 
K
ろ
所
に
し
て
車
濁
海
損
士
ろ
損
害
の
修
結
は
共
同
海
損
損
失
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
然
L
、
仮
修
繕
と
稽
し
得
ざ
ろ
程
度
の
或
ろ
工
作
授
は
共
同
海
損
損
失
若
く
ぼ
代
替
費
用
と
認
め
ら
れ
て
ね
る
0
〈
F
0
5丘
m
了
在
日
仏
・
勺
・
E
G
I
E
。〉
米
凶
に
て
は
、
若
し
修
給
が
純
然
士
ろ
一
時
的
の
も
の
に
し
て
且
本
修
給
た
施
行
す
る
二
と
能
は
ざ
る
中
間
港
に
於
て
行
は
れ
士
ろ
坊
合
に
共
同
海
損
損
失
と
は
め
ら
れ
、
伊
太
利
に
於
げ
ろ
慣
習
は
、
思
濁
海
損
の
修
総
資
も
純
然
れ
る
俄
修
総
に
し
て
、
・
本
修
繕
が
不
可
能
な
ろ
か
若
く
ぼ
・
討
行
困
難
な
あ
揚
A
H
に
共
川
海
損
損
失
と
認
め
て
お
あ
o
濁
泡
、
和
閥
、
ス
カ
ン
ゲ
ナ
グ
イ
ア
諸
岡
に
あ
り
て
代
替
費
用
な
ろ
観
念
の
廃
棄
L
主
張
す
五
商
業
主
経
済
--L. 
ノ、
は
間
半
濁
海
損
土
ろ
損
害
の
恨
修
給
費
に
L
て
、
共
同
海
損
損
失
・
十
い
る
費
用
品
節
約
し
士
ろ
場
合
に
は
之
島
共
同
海
損
損
失
と
し
て
認
め
て
お
ろ
0
ハ
同
ロ
仏
O
H
F
目立仏・日
v
・
2〉
「Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
第
十
四
傑
は
般
舶
の
俄
修
繕
を
弐
の
三
つ
の
場
合
に
分
っ
て
ゐ
る
。
印
ち
、
(1)共
同
安
全
の
た
め
行
は
れ
た
る
俄
修
繕
本
修
繕
を
行
ふ
徐
裕
な
く
緊
急
の
場
合
に
救
助
手
段
と
し
て
行
ひ
た
る
般
舶
の
俄
修
繕
は
共
同
海
損
行
震
に
し
て
俄
修
繕
費
が
共
同
海
損
損
失
た
る
ニ
と
は
特
に
こ
h
に
規
定
を
侠
つ
迄
も
な
い
。
(2)共
同
海
損
損
失
た
る
べ
き
損
害
の
俄
修
繕
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
べ
き
嫡
舶
の
損
害
の
俄
修
繕
は
川
に
於
て
述
べ
た
る
場
合
の
外
突
の
場
合
に
行
は
れ
る
。
(
イ
)
避
難
港
に
於
て
本
修
繕
を
行
ひ
得
ざ
る
場
合
ロ
)
避
難
港
に
於
て
本
修
繕
を
な
し
得
る
も
経
費
節
約
の
た
め
行
ふ
場
合
右
の
中
、
(
イ
)
の
場
合
に
於
て
俄
修
繕
費
が
共
同
海
損
損
失
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
(
ロ
)
の
場
合
は
所
謂
代
替
設
用
の
原
則
が
遁
用
あ
る
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
〈
註
〉
「Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
第
十
四
傑
は
「
共
同
海
損
犠
牲
に
因
る
損
害
の
俄
修
務
費
は
共
同
海
損
と
認
む
る
」
旨
を
定
め
(
イ
)
及
び
(
ロ
)
の
場
合
を
区
別
す
る
こ
と
な
し
に
規
定
す
る
も
、
(
ロ
)
の
場
合
に
は
所
謂
代
替
費
用
の
原
則
を
遁
用
せ
ん
'ド
と
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
(
詰
〉
国
民
認
可
C
門
・
吋
。
円
]
?
〉
ロ
芝
巾
4
2
河内
m己
5
・
5
立
・
∞
・
回
以
∞
・
包
括
え
丘
三
日
E
d
E
n
r・
出
。
己
記
『
答
。
ァ
。
円
。
回
目
。
]
E
2
2内一
u
H
G
ω
c・∞
-
E
H・
(3)翠
濁
海
損
た
る
損
害
の
俄
修
繕
間
早
猫
海
損
た
る
般
舶
の
損
害
の
俄
修
繕
は
種
々
の
場
合
に
於
て
行
は
れ
る
。
(
イ
)
共
同
安
全
の
た
め
ロ
)
避
難
港
に
於
て
本
修
絡
を
な
す
こ
と
能
ざ
る
に
因
り
(
ハ
)
本
修
穏
を
施
し
得
る
も
費
用
在
節
約
す
る
た
め
以
上
の
中
、
(
イ
)
の
揚
合
は
仮
修
絡
は
一
般
に
共
同
海
損
行
鍔
と
認
め
ら
る
h
所
に
し
て
、
俄
修
繕
費
が
共
同
海
損
損
失
な
る
は
(
1
)
の
場
合
に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
。
(
ロ
)
の
場
合
の
外
(
ハ
)
の
場
合
に
も
所
謂
代
替
費
用
の
原
則
が
認
め
ら
れ
る
。
「
Y
.
A
.
R
、
一
九
二
四
」
が
「
留
守
ニ
航
海
ヲ
完
了
セ
ン
ガ
タ
メ
ニ
行
ヒ
タ
ル
ト
キ
」
に
於
て
代
替
費
用
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
は
こ
れ
「
共
同
安
全
ノ
タ
メ
」
に
施
さ
れ
た
る
も
の
に
非
ざ
る
場
合
を
指
す
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
註
一
〉
然
し
(
ロ
)
の
場
合
に
於
て
は
共
同
海
損
損
失
た
る
経
費
の
節
約
そ
測
定
す
る
こ
と
は
甚
記
困
難
で
あ
ら
う
。
ハ
註
ニ
)
(
註
一
〉
河
口
仏
。
-
F
B
E・勺・
8
l
c
h・
代
替
費
用
な
る
観
念
の
底
実
在
主
張
す
七
商
業
主
経
部
入
(
詑
ニ
〉
河
口
仏
O
F
F
E・目
u
・
記
・
W
、
積
荷
の
保
管
の
た
め
に
好
舟
を
傭
入
れ
た
る
と
き
。
本
場
合
に
於
て
「
Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
は
何
等
規
定
し
て
ゐ
な
い
。
然
し
、
英
図
に
於
て
は
古
来
確
定
し
た
る
憤
習
と
な
っ
て
ゐ
る
。
積
荷
の
陸
揚
け
を
要
す
る
場
合
に
之
を
舵
舟
に
積
込
み
置
く
こ
と
が
陸
揚
け
し
.
倉
庫
に
保
管
す
る
よ
り
も
経
費
を
節
約
し
得
る
場
合
に
は
貯
舟
傭
入
貨
を
代
替
費
用
と
し
て
認
め
て
ゐ
る
。
(
詑
〉
(註〉
英
国
に
て
は
越
難
港
入
港
の
原
因
が
舵
舶
の
車
問
海
損
大
ろ
ベ
ミ
ゴ
損
害
に
起
因
す
ろ
と
き
は
修
誌
の
士
め
の
積
荷
の
陸
揚
費
は
共
同
海
損
損
失
と
し
、
積
荷
保
管
料
口
積
荷
の
負
捨
と
し
、
再
積
込
費
は
運
送
人
の
負
強
と
す
ろ
が
故
に
、
〈
印
5
E
m
2
4・
君
主
2
0
ハ
E
U
U
)〉
鮮
舟
傭
入
貨
は
共
同
海
損
損
失
、
積
荷
主
及
び
運
送
人
の
問
に
分
拾
ぜ
ら
ろ
ぺ
き
も
の
で
あ
ろ
。
円。
J
4
ロ
島
市
♂
5
5・同
)
-
m
N
4
H
〈
河
口
-
2
。
司
吋
E
円
昨
日
。
。
。
同
岳
ぬ
〉
回
目
・
。
同
k
r
4
・
K
M
と
・
切
問
。
ゥ
V
、
避
難
港
に
於
け
る
経
費
節
約
の
た
め
積
荷
の
買
替
を
な
し
た
る
と
き
。
石
炭
の
如
く
容
積
の
大
な
る
割
合
に
債
格
の
小
な
る
積
荷
が
避
難
港
に
於
て
陸
揚
け
せ
ら
る
べ
き
と
き
費
用
節
約
の
た
め
積
荷
を
貰
却
し
舶
舶
の
修
繕
完
了
後
之
に
相
賞
す
る
積
荷
を
新
た
に
購
入
し
た
る
と
き
は
積
荷
の
買
替
へ
が
積
荷
の
陸
揚
に
要
し
た
る
費
用
を
節
約
し
た
る
と
き
は
、
積
荷
の
寅
却
及
び
買
入
れ
差
額
は
代
替
費
用
と
認
め
ら
れ
る
。
ハ
註
)
〈註〉
円
。
巧
ロ
仏
o
m
u
ロ)山門同・日】
-
M
4
M
N
・
同
州
己
2
0同
町
gn岳
uo
。『k
H
z
-
K
H
企
.
m
m
E・
〔
一
一
〕
代
替
費
用
は
以
上
の
如
き
場
合
に
於
て
認
め
ら
れ
る
。
然
ら
ば
、
代
替
費
用
を
共
同
海
損
損
失
と
し
て
認
む
る
根
撲
は
い
づ
れ
に
あ
り
や
。
そ
の
根
擦
と
し
て
主
張
せ
ら
る
』
所
に
よ
れ
ば
、
或
る
費
用
に
し
て
そ
れ
自
身
共
同
海
損
損
失
に
非
ざ
る
も
.
共
同
海
損
損
失
と
同
一
の
目
的
を
達
し
、
而
も
共
同
海
損
費
用
を
節
約
し
た
る
と
き
に
於
て
は
之
を
共
同
海
損
損
失
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
は
公
平
の
観
念
に
遁
し
、
叉
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
べ
き
多
額
の
経
費
に
代
ゆ
る
に
少
額
の
経
費
を
以
っ
て
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
図
民
経
済
上
奨
崩
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
〈
註
〉
〈
詑
〉
drrr・
出
江
戸
仏
O
門
田
切
の
円
C
m
回
目
出
P
4
0
H
o
r
H
G
ω
P
ω
・
ω
。・
m
E
C】『
u
5
5・目
v
・
2
・
若
し
代
替
費
用
に
し
て
一
般
に
認
容
せ
ら
る
』
如
く
「
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
べ
き
費
用
に
代
つ
て
支
出
せ
ら
れ
た
る
費
用
」
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、
代
替
費
用
に
関
す
る
理
論
は
之
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
様
に
岡
山
は
れ
る
。
然
し
、
代
替
費
用
に
関
す
る
こ
の
観
念
は
果
し
て
議
論
の
係
地
な
き
も
の
で
あ
ら
う
か
?
吾
人
は
こ
h
に
再
吟
味
す
る
の
必
要
を
感
宇
る
も
の
で
あ
る
。
代
替
費
用
な
る
観
念
の
廃
棄
た
主
援
す
丸
商
業
と
経
済
O 
〔三〕
掠
て
代
替
費
用
に
し
で
「
共
同
海
損
損
失
に
代
り
て
支
出
せ
ら
れ
た
る
費
用
」
と
せ
ば
、
代
替
費
用
は
次
の
概
念
的
特
徴
9
3
1同
∞
目
。
井
自
己
ろ
を
有
す
る
。
(I)
代
替
費
用
は
共
同
海
損
損
失
た
る
べ
き
費
用
に
代
り
た
る
費
用
で
あ
る
。
代
替
費
用
は
共
同
海
損
損
失
が
節
約
せ
ら
れ
、
而
し
て
共
同
海
損
損
失
た
る
費
用
の
節
約
が
他
の
費
用
の
後
生
と
因
果
の
関
係
に
立
つ
場
合
に
於
て
代
替
費
用
は
存
在
し
得
る
。
従
っ
て
代
替
費
用
と
認
め
ら
る
h
費
用
支
出
は
そ
の
放
果
に
於
て
は
共
同
海
損
行
鍔
若
く
ば
そ
の
爾
後
手
段
色
。
]mogE
一gm)
と
同
一
の
殺
果
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
(
口
)
代
替
費
用
は
そ
れ
自
身
共
同
海
損
損
失
た
ら
ざ
る
費
用
で
あ
る
。
或
る
共
同
海
損
損
失
に
代
り
て
支
出
せ
ら
れ
た
る
他
の
共
同
海
損
損
失
は
代
替
費
用
で
は
な
い
。
代
替
費
用
の
概
念
は
共
同
海
損
損
失
に
封
す
る
代
替
な
る
が
故
に
代
替
費
用
は
そ
れ
自
身
、
本
来
共
同
海
損
損
失
た
ら
ざ
る
費
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
同
海
損
損
失
た
ら
ざ
る
費
用
は
(1)共
同
海
損
行
策
に
起
因
す
る
直
接
損
失
と
認
む
る
を
得
ぎ
る
費
用
.
及
び
(2)本
質
的
に
共
同
海
損
損
失
た
る
べ
き
も
法
律
に
よ
り
若
く
ば
蛍
事
者
の
契
約
に
よ
り
共
同
海
損
F 
損
失
よ
り
除
外
せ
ら
れ
た
る
費
用
然
し
後
者
は
共
同
海
損
損
失
た
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
禁
止
せ
ら
れ
、
若
く
ば
、
契
約
に
よ
り
て
除
外
せ
ら
れ
た
る
費
用
な
る
が
放
に
、
共
同
海
損
損
失
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
代
替
費
用
の
概
念
と
で
あ
る
。
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
代
替
費
用
は
共
同
海
損
行
符
の
直
接
結
果
と
認
む
る
を
得
ざ
る
費
用
で
あ
る
。
上
述
の
代
替
費
用
の
概
念
的
特
徴
よ
り
す
れ
ば
、
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
べ
き
費
用
に
代
り
て
或
る
費
用
が
支
出
せ
ら
る
』
に
は
弐
の
二
場
合
に
於
て
可
能
で
あ
る
。
(
第
一
)
共
同
海
損
行
震
に
る
べ
き
救
助
手
段
に
代
り
て
他
の
共
同
海
損
行
鋳
た
ら
ざ
る
手
段
が
採
ら
れ
た
る
場
合
。
(
第
二
」
共
同
海
損
行
匁
の
直
接
結
果
た
る
手
段
(
司
巳
m
o
g
E
E口
問
)
に
代
り
て
、
他
の
直
接
結
果
た
ら
ざ
る
手
段
が
採
ら
れ
た
る
場
合
。
共
同
海
損
行
錯
に
代
り
て
他
の
共
同
海
損
行
鋳
た
ら
ざ
る
手
段
が
採
ら
る
』
場
合
を
以
っ
て
代
替
費
、
、
、
、
、
、
用
愛
生
の
一
場
合
と
な
す
ニ
と
に
就
て
は
、
共
同
海
損
行
須
の
概
念
が
猶
今
日
と
雄
も
一
般
に
徹
底
せ
ざ
る
が
た
め
に
之
を
明
白
に
主
張
し
た
る
を
後
見
す
る
こ
と
能
ぎ
る
も
こ
れ
従
来
一
般
に
認
容
せ
ら
れ
た
る
所
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
代
替
費
用
な
る
概
念
の
鹿
実
た
主
援
す
商
業
と
経
済
然
し
乍
ら
、
吾
人
は
共
同
海
損
行
鋳
に
代
り
て
他
の
共
同
海
損
行
届
却
に
ら
ざ
る
手
段
が
採
ら
れ
、
而
も
こ
れ
が
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
べ
き
費
用
を
節
約
す
る
場
合
を
考
ふ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
蓋
し
、
共
同
の
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
共
同
救
助
を
目
的
と
す
る
手
段
は
そ
の
如
何
な
る
手
段
た
る
密
閉
は
宇
共
同
海
損
行
儒
で
あ
る
。
多
数
の
救
助
手
段
が
存
在
す
る
と
き
そ
の
一
・
を
以
っ
て
共
同
海
損
行
鍔
と
し
他
を
共
同
海
損
行
鍔
に
あ
ら
?
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
共
同
救
助
を
日
的
と
せ
ぎ
る
手
段
た
る
と
き
に
於
て
は
例
へ
其
行
鍔
が
偶
然
共
同
の
救
助
に
役
立
ち
共
同
救
助
手
段
と
同
一
の
放
果
を
招
来
す
る
も
こ
れ
共
同
海
損
行
鍔
に
あ
ら
守
、
之
に
因
る
損
失
を
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ざ
る
こ
と
は
共
同
海
損
制
度
の
根
本
原
別
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
共
同
海
損
行
鴛
た
る
べ
き
救
助
手
段
に
代
り
て
共
同
海
損
行
鋳
た
ら
ざ
る
手
段
が
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
て
代
替
費
用
の
愛
生
す
る
場
合
を
考
ふ
る
係
地
は
な
い
。
然
ら
ば
第
二
の
場
合
に
於
て
は
如
何
?
共
同
海
損
行
信
と
直
接
の
因
果
関
係
あ
る
手
段
は
そ
れ
自
身
共
同
海
損
行
震
に
非
ら
ざ
る
も
之
に
因
り
て
生
宇
る
費
用
は
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
れ
る
。
然
ら
ば
.
代
替
費
用
は
共
同
海
損
行
匁
の
直
接
結
果
と
認
め
ら
れ
ざ
る
或
る
手
段
が
採
用
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
共
同
海
損
行
震
の
直
接
結
果
た
る
爾
後
手
段
と
同
一
な
る
妓
果
を
も
た
ら
し
た
る
場
合
に
之
を
認
め
ん
と
す
る
か
?
以
上
述
べ
た
る
所
は
か
』
る
場
合
に
於
て
代
替
費
用
が
愛
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
一
般
の
¥ 
ノ
認
識
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
し
、
果
し
て
上
越
の
場
合
は
共
同
海
損
行
鍔
の
直
接
結
果
た
る
爾
後
手
段
に
代
り
て
他
の
然
ら
ざ
る
手
段
が
採
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?
凡
そ
、
或
る
手
段
に
件
ふ
費
用
が
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
』
や
否
や
は
或
る
手
段
が
共
同
海
損
行
震
の
遁
蛍
な
る
爾
後
手
段
と
認
め
ら
る
』
や
否
ゃ
に
懸
る
も
の
で
あ
る
。
或
る
手
段
が
共
同
海
損
行
銭
の
遁
蛍
な
る
爾
後
手
段
と
認
め
ら
る
L
と
き
は
こ
れ
に
よ
る
費
用
は
本
質
的
に
共
同
海
損
損
失
で
あ
る
。
而
し
て
、
共
同
海
損
行
鍔
の
爾
後
手
段
の
採
用
に
蛍
り
で
は
共
同
海
損
行
鍔
た
る
救
助
手
段
に
於
け
る
と
等
し
く
蛍
事
者
は
最
も
合
理
的
な
る
手
段
を
採
る
べ
き
こ
と
は
論
を
倹
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
多
数
の
手
段
が
存
在
す
る
場
合
に
は
最
も
合
理
的
な
る
、
有
放
な
る
手
段
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
避
難
港
に
入
港
せ
る
般
舶
が
其
地
に
於
て
修
繕
を
な
し
得
る
も
、
他
港
に
於
て
修
繕
費
を
節
約
し
得
る
場
合
に
、
他
の
港
に
曳
般
す
る
が
如
き
、
或
は
積
荷
の
一
部
若
く
ば
全
部
を
他
の
蓮
途
方
法
を
以
つ
て
目
的
地
に
積
迭
す
る
が
如
、
き
ハ
詰
〉
或
は
船
舶
の
俄
修
結
を
施
す
が
如
き
或
は
積
荷
の
陸
上
保
管
を
な
す
よ
り
般
舟
保
管
が
経
費
を
節
約
し
得
る
場
合
貯
舟
を
傭
入
る
h
が
如
き
或
は
積
荷
の
陸
揚
け
保
管
、
再
積
込
ゆ
ぜ
な
す
代
り
に
積
荷
の
買
換
を
な
す
が
如
、
き
す
べ
て
共
同
海
損
行
匁
の
合
理
的
且
遁
蛍
な
る
爾
後
手
段
で
あ
る
。
何
等
の
娘
撲
は
な
い
。
一
は
以
っ
て
共
同
海
抜
行
匁
の
遁
世
な
る
爾
後
手
段
と
し
他
を
然
ら
宇
と
否
定
す
べ
き
否
、
寧
ろ
、
経
費
を
共
に
共
同
海
損
行
鍔
の
爾
後
手
段
た
る
に
於
て
異
な
ら
な
い
。
代
替
費
用
な
る
概
念
の
廃
棄
た
主
張
す
商
業
と
経
済
四
節
約
し
得
る
こ
れ
等
手
段
こ
そ
合
理
的
な
る
爾
後
手
段
で
あ
る
。
斯
く
て
、
上
惑
の
代
替
費
用
愛
生
の
場
合
と
し
て
認
め
ら
れ
る
諸
場
合
に
は
共
同
海
損
行
震
の
遁
蛍
な
る
結
果
た
る
爾
後
手
段
に
代
り
て
他
の
然
ら
ざ
る
手
段
が
採
ら
れ
た
る
も
の
、
印
ち
取
扱
の
代
替
並
に
費
用
の
代
替
を
認
む
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ハ註〉
越
難
港
に
入
港
ぜ
る
加
舶
が
其
地
に
於
て
修
給
た
な
し
侍
ろ
も
経
費
節
約
の
士
め
積
荷
の
全
部
、
又
は
一
部
お
他
地
若
く
ぼ
他
の
運
選
方
法
た
以
て
目
的
地
に
積
送
す
ろ
と
き
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
は
積
荷
と
加
舶
と
が
終
局
的
に
分
離
す
る
の
理
由
に
よ
り
て
、
一
見
共
同
海
損
損
失
大
ろ
や
得
ざ
ろ
が
如
き
も
、
共
同
海
損
行
潟
の
爾
後
手
段
に
就
て
は
常
に
必
?
し
も
共
同
利
益
回
臨
分
離
前
大
ろ
二
と
4
q
要
す
ろ
も
の
で
は
な
い
。
共
同
海
損
々
央
土
ろ
の
範
聞
は
共
同
海
損
行
局
の
遁
営
な
あ
爾
後
手
段
士
ろ
さ
台
ゃ
に
懸
ろ
の
み
で
あ
ろ
O
(
出
2
F
口
忠
同
2
宮
内
同
2
m
g
a
g
国
号
。
円
巳
∞
・
H
H
∞
妻
昭
一
〉
〔
四
〕
以
上
の
根
擦
に
よ
り
て
吾
人
は
代
替
費
用
の
観
念
の
慶
棄
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
吾
人
の
こ
の
主
張
に
針
し
て
は
或
は
若
し
こ
れ
を
認
む
れ
ば
、
従
来
、
一
般
に
認
容
せ
ら
れ
た
る
代
替
費
用
に
関
す
る
制
限
的
原
則
が
遁
用
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
』
な
り
.
そ
の
結
果
は
所
謂
代
替
費
用
を
生
宇
べ
き
手
段
に
因
る
全
費
用
が
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
れ
る
』
不
都
合
の
生
す
る
こ
と
を
憂
ふ
る
者
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
、
こ
れ
杷
愛
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
閑
明
し
よ
う
。
所
謂
代
替
費
用
が
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
込
限
界
と
し
て
は
次
の
原
則
が
主
張
せ
ら
れ
る
。
ノ
第
一
、
代
替
費
用
は
代
替
費
用
を
支
出
す
る
こ
と
に
よ
り
て
兎
か
れ
た
る
共
同
海
損
費
用
を
限
度
と
す
る
こ
と
。
ハ
註
〉
ハ
詰
)
「Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
F
下
総
但
書
。
第
二
、
代
替
費
用
は
そ
の
全
額
が
共
同
海
損
損
失
に
あ
ら
宇
し
て
共
同
!
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
』
額
は
(イ)
共
同
海
損
損
失
を
後
生
す
べ
き
手
段
に
代
り
て
採
用
せ
ら
れ
た
る
手
段
の
た
め
に
特
に
蝕
分
に
生
じ
た
る
費
用
た
る
べ
き
こ
と
。
〈
註
〉
ハ
註
〉
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
ニ
四
」
F
下
保
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
第
十
係
(
d
〉
ロ
代
替
費
用
が
共
同
海
損
損
失
を
節
約
す
る
と
同
時
に
共
同
海
損
損
失
た
ら
ざ
る
費
用
を
も
節
約
し
た
る
と
き
は
共
同
海
損
損
失
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
費
用
は
節
約
せ
ら
れ
た
る
費
用
の
割
合
を
以
っ
て
之
を
算
出
す
べ
き
こ
と
。
(
註
〉
〈
註
〉
同
2
r
w
h
y
p
o
-
∞
-su・
「Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
第
十
傑
ハ
d
〉
右
に
述
べ
た
る
所
謂
代
替
費
用
に
関
す
る
原
則
は
代
替
費
用
に
の
み
固
有
の
原
則
で
は
な
い
。
先
つ
「
第
ご
に
述
べ
た
る
「
代
替
費
用
は
こ
れ
に
よ
り
て
完
か
れ
た
る
共
同
海
損
費
用
を
限
度
と
し
て
」
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
原
則
は
共
同
海
損
行
鋳
並
に
共
同
海
損
行
鍔
の
爾
後
手
段
が
代
替
費
用
な
る
観
念
の
廃
棄
た
主
張
す
一五
商
業
主
経
涛
一
六
多
数
に
存
在
す
る
と
き
其
最
も
合
理
的
印
ち
、
最
小
の
犠
牲
及
び
費
用
を
以
っ
て
最
大
の
妓
果
を
牧
む
ぺ
き
手
段
を
と
る
べ
き
こ
と
を
表
せ
る
一
般
原
則
冶
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
若
し
、
多
数
の
手
段
が
存
在
す
る
と
き
合
理
的
な
ら
ざ
る
手
段
が
採
用
せ
ら
れ
た
る
と
き
そ
の
過
分
に
生
じ
た
る
費
用
は
共
同
海
損
損
失
よ
り
除
外
せ
ら
れ
若
く
ば
過
失
者
之
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
は
言
を
要
し
な
い
。
こ
の
原
則
は
代
替
費
用
の
制
限
的
原
則
に
あ
ら
守
し
て
寧
ろ
、
救
助
手
段
若
く
ば
爾
後
手
段
の
合
理
性
の
要
求
よ
り
生
宇
る
蛍
然
の
蹄
結
で
あ
る
。
次
に
「
第
一
ご
の
制
限
に
関
す
る
原
則
に
就
て
見
る
に
、
こ
れ
亦
、
代
替
費
用
に
の
み
遁
用
あ
る
原
則
で
は
な
O 
部
ち
、
代
替
費
用
を
生
守
る
手
段
の
大
め
に
特
に
「
蝕
分
」
に
生
じ
た
る
費
用
の
み
が
共
同
海
損
損
失
と
せ
ら
る
べ
き
制
限
は
、
避
難
港
入
港
に
因
る
嫡
員
の
給
料
並
に
食
料
に
就
て
も
〈
註
一
)
積
荷
叉
は
知
具
を
燃
料
に
供
し
た
る
場
合
に
就
て
も
〈
註
二
)
そ
の
他
多
数
の
場
合
に
賀
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
J
ま
た
、
或
る
手
段
に
因
る
費
用
を
共
同
海
損
損
失
並
に
其
他
各
個
の
利
盆
に
分
配
す
る
こ
と
は
避
難
港
に
於
け
る
陸
揚
費
に
於
て
も
(
註
三
〉
舶
舶
修
繕
の
た
め
に
行
ふ
入
渠
費
用
に
就
て
も
(
註
四
〉
管
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
〈
詰
一
〉
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
第
十
一
係
、
越
難
港
北
(
地
二
於
ケ
ル
加
良
ノ
給
料
及
ピ
扶
養
費
船
舶
グ
第
十
保
二
一
拐
ゲ
タ
ル
事
情
ノ
下
-
一
又
ハ
同
僚
二
掲
ゲ
タ
ル
修
繕
ノ
目
的
ヲ
以
テ
或
む
戸
港
又
《
地
二
入
リ
又
ρ
碇
泊
ジ
タ
ル
、
、
、
ト
キ
ρ
、
舵
舶
す
其
航
海
ヲ
線
縫
ス
ル
準
備
ヲ
整
へ
タ
ル
時
又
ハ
整
フ
ペ
カ
リ
ジ
時
マ
デ
ノ
其
港
又
戸
地
二
一
於
ケ
uw
蝕
分
ノ
滞
舵
期
間
ニ
封
V
M
細
長
、
高
等
海
員
及
ピ
普
通
海
員
-
一
支
抑
フ
ペ
キ
給
料
ρ
其
扶
養
ノ
費
用
ト
共
-
一
共
同
海
損
ト
認
ム
O
(
後
略
〉
¥ 
(
註
二
〉
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
第
九
傑
前
略但
γ
、
消
費
ス
ペ
カ
リ
ジ
燃
料
ノ
見
積
量
ヲ
舵
舶
ノ
最
後
ノ
愛
航
港
二
於
ケ
ル
護
航
ノ
日
ノ
市
慎
二
ヨ
リ
テ
計
算
v
y
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損
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リ
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。・
要
す
る
に
、
所
謂
代
替
費
用
に
関
す
る
制
限
原
則
は
代
替
費
用
の
根
本
的
な
属
性
で
は
な
い
。
否
、
こ
れ
、
共
同
海
損
損
失
は
共
同
海
損
行
鍔
若
く
ば
其
爾
後
手
段
と
遁
蛍
な
る
因
果
関
係
を
有
す
る
損
失
に
限
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
一
般
的
原
則
た
る
に
泡
ぎ
な
い
。
〔五〕
の
に
非
歩
、
何
等
不
都
合
は
な
い
。
新
く
て
、
所
謂
代
替
費
用
の
観
念
は
こ
れ
を
慶
棄
す
る
も
共
同
海
損
損
失
の
範
園
は
蹟
張
せ
ら
る
』
も
従
来
代
替
費
用
の
観
念
並
に
取
扱
の
存
し
た
る
は
共
同
海
損
行
鍔
及
び
共
同
海
損
損
失
の
限
界
に
関
す
る
概
念
が
確
立
せ
ざ
る
に
起
因
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
避
難
代
替
費
用
な
る
観
念
の
底
葉
た
主
張
す
七
商
業
と
経
済
一入
港
入
港
の
場
合
に
於
け
る
費
用
の
共
同
海
損
損
失
の
限
界
を
定
か
る
に
蛍
り
で
は
、
避
難
港
に
於
け
る
一
般
取
扱
を
論
協
定
し
そ
の
務
定
せ
ら
れ
・
た
る
具
鰹
的
の
各
場
合
に
於
て
個
々
に
共
同
海
損
損
失
の
範
園
を
確
定
し
仁
る
朕
態
に
し
て
共
同
海
損
行
矯
と
そ
の
爾
後
取
扱
と
の
因
果
関
係
に
擦
り
こ
れ
を
決
定
す
る
原
則
が
一
般
に
認
識
せ
ら
れ
ざ
り
し
た
め
)
共
同
海
損
行
震
の
遁
蛍
な
る
結
果
に
し
て
而
も
他
の
爾
後
手
段
よ
り
一
居
合
理
的
な
る
手
段
に
よ
る
費
用
が
共
同
海
損
損
失
と
認
め
ら
れ
ざ
る
場
合
が
生
じ
て
ゐ
に
。
こ
の
不
合
理
を
匡
正
す
る
た
め
所
謂
代
替
費
用
の
観
念
並
に
制
度
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
費
用
の
観
念
並
に
制
度
は
共
同
海
損
行
震
と
一
爾
後
手
段
と
の
因
果
関
係
の
存
否
に
よ
り
て
共
同
海
損
損
代
替
失
の
限
界
を
確
立
す
る
場
合
に
は
駿
除
し
得
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
現
今
「
Y
、A
、
R
一
九
二
四
」
に
於
け
る
代
替
費
用
に
関
す
る
規
定
の
如
き
無
用
の
存
在
で
あ
る
。
